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預金（基金）と借金（市債）の状況
基金 　特定の事業に充てるためや財源不足

を補うために積み立てるものです。

平成28年度末残高
125億3,581万円

平成27年度末残高
115億2,403万円

市債
　一時的なものを除いた借入金のこと
で、５～30年くらいの期間で返済して
いきます。

平成28年度末残高
740億7,200万円

市民 1 人
当たり

借　金

約72万円
平成28年度末の
人口を基に計算

市民 1 人
当たり

預　金

約12万円
平成28年度末の
人口を基に計算

地域づくり基金
財政調整基金

都市基盤整備事業基金
公共施設長寿命化
等推進基金

減債基金

地域福祉基金

帰ってきんちゃい
若人応援基金

人づくり基金

年度末残高
50億1,501万円
31億7,123万円

6億5,159万円

３億7,455万円

2億     90万円
1億9,006万円

5,322万円

第三セクター等改
革推進債償還基金 18億   220万円

主な基金
臨時財政対策債
合併特例事業債
第三セクター等
改革推進債

学校教育施設等
整備事業債

過疎対策事業債

上水道事業出資債
減税補てん債

年度末残高
205億8,083万円
183億2,562万円

100億2,587万円
地方道路等整備
事業債 39億　392万円

19億1,330万円

29億8,290万円

14億8,433万円
5億5,710万円

主な市債

会　計　名
国民健康保険
介護保険
下水道事業

公共用地取得事業

後期高齢者医療

農業集落排水事業
簡易水道事業

食肉処理センター
奨学金
磯野計記念奨学金

土地開発公社清算事業

歳　入
119億4,782万円
99億7,451万円
46億1,234万円

3億1,797万円

12億9,450万円

1億9,980万円
2億1,720万円

7,798万円
672万円
563万円

9億8,889万円

歳　出
116億6,922万円
97億3,045万円
46億1,167万円
12億9,398万円

3億1,797万円

1億9,975万円
2億1,720万円

7,798万円
646万円
72万円

9億8,889万円
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特別会計

普通会計

　特別会計は、特定の事業を行うため
に特定の収入（使用料や保険料など)
をその支出に充てるため、経理を独立
して設ける会計です。
　このうち、国民健康保険特別会計に
ついて、詳しくお知らせします。

国 民健康保険
問保険年金課☎32-2071

　国民健康保険特別会計は、保険料と国・県の支出金などで賄われています。保険料は、医療費を支
える貴重な財源です。保険料は、期限内に納付しましょう。

平成28年度の主な事業 ②

歴史・芸術
津山城下町歴史館整備事業  2億9,562万円
重要伝統的建物群保存事業       6,214万円
京橋門跡公園整備事業 　      　4,222万円
津山城跡整備事業       　　4,216万円

地域公共交通
地方バス路線運行維持費補助金 6,105万円
ごんごバス運行補助金    2,183万円
支所間バス運行補助金    1,653万円
市営阿波バス運行業務委託料 　  513万円
津山・西川線共同バス運行委託料 380万円
津山・柵原線共同バス運行委託料 126万円
津山・富線共同バス運行委託料　  74万円

産業振興・地域活性化
企業立地促進・雇用促進奨励金
　　　　　　　　　        　2億8,240万円
中山間地域等直接支払交付金＊1
　　　　　　　　　        　2億1,330万円
多面的機能支払交付金＊2    1億6,250万円
つやま産業支援センター事業 1億   603万円
農産物加工施設整備事業
       （旧阿波小学校校舎）      9,033万円
地域発観光支援事業＊3            6,540万円
城下地区にぎわい再生事業
 （津山国際ホテル移転新築）   5,960万円
農作物鳥獣害防止対策・有害鳥獣駆除事業
                        5,747万円
誘客拠点の魅力づくり推進事業（津山城跡
ライトアップ事業）                3,579万円
地域材利用新築住宅助成補助金 3,110万円
商業店舗出店促進事業 　         1,956万円
ＩＪＵトータルサポート事業    1,837万円
＊１農業の生産条件が不利な中山間地域の農業生産
　　活動を支援
＊２農地や農村が持つ多面的機能(食料生産・自然環
　　境の保全など)を維持・発揮する共同活動を支援
＊３津山まなびの鉄道館(大谷)の駐車場整備やジオ
　　ラマ製作などの事業

津山城下町歴史館整備事業

ごんごバス運行補助金

IJUトータルサポート事業

津山城跡ライトアップ事業

津山産業・流通センター

5億9,911万円

平成27年度末残高
737億2,795万円

歳出
116億6,922万円

歳入
119億4,782万円

被保険者への保険給付など
73億5,457万円
　　　（63.0％）

高齢者等制度拠出金
15億1,517万円
　　　　　(13.0％）

その他拠出金
25億4,910万円(21.9％）

保健事業費
6,347万円(0.5％）

その他　　　  
1億8,691万円(1.6％)
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他の保険制度から
61億6,448万円
　　　（51.6％）

国・県支出金
35億2,282万円
　　　（29.5％）

保険料
17億4,000万円
　　　（14.5％） その他

3,343万円(0.3％）
市一般会計から
4億8,709万円
　　　 (4.1％）

　田町の武家屋敷の風情
を残しながら、岡山県指
定重要有形文化財の津山
だんじりや、城下町津山
の歴史と文化を伝える資
料を展示しています。

城下町の歴史や文化を伝える

　市が運行を委託してい
る市内循環バス「ごんご
バス」や「市営阿波バス｣
など公共交通の運行を補
助しています。

公共バスの運行

　津山市への移住希望者
に、情報の発信や移住体
験ツアー、住居と仕事の
マッチング（適合）など
を行ったことにより津山
市への移住者が増加しま
した。

津山への移住者が増加

　津山城をLED照明で
ライトアップしました。
多彩な色に変化し、幻想
的な雰囲気の津山城を楽
しむことができます。

津山城跡が幻想的な雰囲気に

　企業立地奨励金制度を
はじめとした企業誘致へ
の取り組みにより津山産
業・流通センターでは新
規立地の企業が増加しま
した。

津山産業・流通センターへの立地企業が増加

概要をお知らせします平成28年度決算の


